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観し、自己を直接的に意識するからである」(Ak. XXVIII 224 強調: 原書)。ここで注目す
べきは、「私は存在する」という「命題」が自己直観と密接に結びついているということで
ある。言い換えれば、直接的な自己直観を根拠として、「私は存在する」という命題の明証
性が承認されているのである(八幡, 2001, 74 頁)。別の箇所では、「私は私については実体を
直接に直観する」(Ak. XXVIII 206)とまでいわれる。したがって、「一七七〇年代後半にな
っても、カントは少なくとも形而上学講義録では直接的な自己直観を支持していたし、合













































































































核」(八幡, 1995, 215 頁)となる。言い換えれば、「私は思惟する」という意識によって、私
の存在を認識として主張できるのである(八幡, 1995, 215-216 頁)。カントはこのような合理
的心理学の主張を退ける。そしてこのことは、カントが「意識と認識の切断」を行ってい









































































































































































































































(8) 有福(1991, 4-5 頁)によれば、「超越論的認識」とは、「認識（経験）の直接的対象にかかわることなく、
そのような認識（経験）そのものの可能性を問う」ような認識である。 
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